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ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
の
鳴
き
声
を
、
十
一
月
く
ら
い
か
ら
全
く
聞
か
な

く
な
り
、
サ
シ
バ
の
「
フ
ィ
ッ
フ
ィ
ー
」
と
い
う
鳴
き
声
を
聞
く
と
、

奄
美
に
も
確
実
に
冬
が
来
て
い
る
の
だ
と
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。 

 

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

 

さ
て
、
十
一
月
下
旬
に
教
育
活
動
に
関
し
て
、
保
護
者
の
皆
様
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
十
二
月
に
分
析
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

昨
年
度
と
比
較
し
て
、
ト
ー
タ
ル
す
る
と
平
均
は
同
じ
数
値
に
な
り

ま
し
た
。
項
目
ご
と
に
、
昨
年
度
よ
り
0.2
ポ
イ
ン
ト
以
上
、
上
下
し
た

も
の
を
取
り
上
げ
ま
す
。 

 

ま
ず
、「
学
校
は
、
保
護
者
・
地
域
の
願
い
に
沿
っ
た
教
育
を
展
開
し

て
い
る
」「
学
校
は
『
い
じ
め
』
や
『
差
別
』
の
な
い
学
校
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
」「
子
ど
も
は
、
学
校
が
楽
し
い
と
言
っ
て
い
る
」「
学

校
は
、
雰
囲
気
や
環
境
が
よ
い
」
の
四
点
が
、
昨
年
度
よ
り
向
上
し
て

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。 

反
対
に
「
学
校
は
、
き
め
細
か
な
授
業
や
個
に
応
じ
た
指
導
で
学
力

向
上
を
図
っ
て
い
る
」
と
い
う
点
が
、
昨
年
度
よ
り
下
が
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
努
力
し
、
少
人
数
学
級
や
複
式
学
級
の
よ
さ
を

生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。
学
校
で
は
「
分
か
り
や
す
い
授
業
」
に
取

り
組
み
ま
す
が
、
ご
家
庭
で
も
「
家
庭
学
習
の
充
実
」
に
力
を
入
れ
て

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

最
後
に
、
今
年
も
「
笑
顔
と
花
が
あ
ふ
れ
、
命
を
大
切
に
す
る
学
校
」

に
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
「
あ
い
さ
つ
や
返
事
の
徹
底
」「
歌
声
の
響
く

学
校
」「
学
年
の
実
態
に
合
わ
せ
た
読
書
指
導
の
充
実
」「
緑
化
活
動
の

充
実
」「
小
中
連
携
の
さ
ら
な
る
充
実
」「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
こ

と
の
で
き
る
子
ど
も
の
育
成
」「
シ
マ
グ
チ
や
シ
マ
唄
な
ど
、
シ
マ
の
文

化
の
継
承
」
に
一
層
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。 

「
地
域
の
人
材
の
紹
介
」
に
つ
い
て
は
、
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
シ
マ
唄
・
シ
マ
グ
チ
学
習
が
軌
道
に
乗
っ
て
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
度
最
後
の
シ
マ
唄
・
シ
マ
グ
チ
学
習
が

一
月
十
四
日
（
土
）
に
あ
り
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
何
度
も
申
し
上
げ
て
い
る
よ
う

に
、
地
域
の
高
齢
者
と
子
ど
も
た
ち
が
会
話
を
す
る
回
数
は
そ
う
多
く

あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
同
士
で
シ
マ
グ
チ
を
使
う
環
境
に
な
る
た
め
に

は
、
ま
ず
家
庭
で
の
会
話
が
シ
マ
グ
チ
に
な
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
大
人
の
我
々
が
シ
マ
グ
チ
を
理
解
し
、
話
せ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。
土
曜
日
の
午
前
中
で
す
が
、
ご
都

合
の
つ
か
れ
る
方
は
、
是
非
と
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
家
庭
教
育
の
充
実
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
家
庭
と
学
校

が
連
携
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

   

十
月
二
十
七
日
（
木
）
に
生
徒
会
役
員
候
補
の
立
会
演
説
会
並
び
に

選
挙
、
翌
十
月
二
十
八
日
（
金
）
に
当
選
証
書
授
与
式
（
三
役
の
決
定
）、

そ
し
て
十
一
月
十
五
日
（
火
）
に
委
嘱
状
の
交
付
（
各
専
門
部
長
・
副

部
長
の
決
定
）
が
行
わ
れ
、
十
二
月
一
日
（
木
）
か
ら
新
生
徒
会
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
よ
い
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
に

発
展
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
が
ん
ば
れ
!! 

                  

  

十
二
月
二
十
二
日
（
木
）
に
二
学
期
の
終
業
式
を
、
一
月
十
日
（
火
）

に
三
学
期
の
始
業
式
を
行
い
ま
し
た
。
終
業
式
で
は
小
学
一
年
の
大
里

柚
希
さ
ん
と
中
学
三
年
の
大
川
久
弥
さ
ん
が
、
始
業
式
で
は
小
学
四
年

の
迫
地
な
る
か
さ
ん
と
中
学
二
年
の
藤
田
一
成
さ
ん
が
代
表
で
、
素
晴

ら
し
い
発
表
を
し
ま
し
た
。 
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１ 月 行 事 

日 曜 行 事 名 

12 木 中3実力テスト①～⑤ 

13 金 
(小)たこあげ大会⑤ 
(小)全体・学級ＰＴＡ 

15 日 
市民清掃の日，家庭の日 
市地区対抗駅伝競走大会 
(市役所前9:00出発) 

18 水 
鹿児島学習定着度調査～19日 
(小５,中１,中２) 

20 金 英語検定(放課後) 

21 土 青少年育成の日 

23 月 
鹿児島をまるごと味わう学校
給食週間～27日 

25 水 私立入試～29日 

26 木 ＣＲＴ検査(小)～27日 

30 月 (小)シイタケ収穫(午前) 

 

二
学
期
終
業
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と
三
学
期
始
業
式 

終業式の小学生代表 

終業式の中学生代表 

始業式の小学生代表 

始業式の中学生代表 


